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6. CharacteristicOscillationsorSheetPlasma

M.BashirChaudhry

Thecharactedsticosciuationsoraplasmawithsteepdensitygradientarestudied

numerically･Plasmaisassumedtobeco止isionlessandisuniform inthey-Zplanewith
I
aGaussiandensityprofileinthe3-direction.Thehalfwidth入oftheplasmaisofthe

orderofionLarmorradiuspi･Suchaplasmaiscalledthesheetplasma･TheLandau

andcyclotrondampingaSWellasthefiniteLarmorradiuseffectsplayanimportant

rolefわrthecharactedsticosc山ationsorthesheetplasma.Toanalyzethecharacteristic

oscillations,anintegralequationinwavenumberspaceisdedvedbyusingtheⅥasov

andPoissonequations･Thisequationissolvednumericauy.Frequencyofeigerunode

isassumedtobeoftheorderofioncyclotronfrequency･TheelgenmOdescorres-

pondingtotheionBemsteinwave(ko=0;kuisthewavenumberalongthehnesof

force)andelectrostaticioncyclotronwave(kd=finite)arecalculated･Whenthewidth

ofthesheetplasmaislarge(forexampleh=5pi),itisfoundthatthe eigenfrequency

canbewellapproximatedfrom thedispersionrelationoftheuniform plasma.These

modesarestronglyaffectedbyfiniteionLarmorradiuseffects.Foranidealsheet

plasma(A=pi),itisfoundthatthefundamentalmodeislittleaffectedbythefinite

ionI･armorradiuseffectsandtheeigenfrequencycanbeapproximatedby(J-uci何

forfinitekumode･Thedampingrateofthismodeisrathersmau･

7.軸対称 ト-ラスプラズマにおけるMHD不安定

性に関する二次元固有値問題の数値解法

飯 野 一 弘

軸対称 トーラスプラズマのMHD不安定性の解析には二次元の固有値問題を解 く必要がある｡

この二次元固有値問題を解く新しい手法を開発した｡

磁場閉じ込めによる核融合装置においては,プラズマの圧力の磁場の圧力に対する比β値を

高くすることが重要な研究課題になっている｡β値を高くすると磁力線の曲率の悪い領域に磁
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力線の変形を伴うMHD不安定性が現われる｡軸対称 トーラスプラズマにおいては,外側の表

面付近に局在するこの不安定性 (バルーニングモード)によりβ値が制限をうけると予想され

ている｡このため,この不安定性の研究は重要である｡

このモードの解析にあたって, トロイダル方向及びポロイダル方向にフーリエ展開すると,

トロイダル方向に関しては軸対称性があるので,一つのフーリエ成分のみについて解析すれば

よい｡しかし,ポロイダル方向については不均一性によって,モード間結合がひきおこされ,

一つのフーリエ成分のみにっいて解析することは不可能である｡このため,ポロイダル方向及

び小半径方向に関する二次元の固定値問題を解かねばならない｡

プラズマの摂動の代表的ポロイダルモード数mが小さい場合には,直接的な数値計算により

解析が可能である｡ここでは,.ポロイダルモード数mが大きい場合の数値解法にっいて考察す

る｡このような場合には,波数空間(m-space)にアイコナール関数を導入し,1/m展開を

行 うと二次元固有値問題が一次元固有値問題に帰着される｡この固有値を数値的に求め "量子

化条件 を計算することにより二次元固有値問題の固有値が決定される｡この手法を用いて簡

単なモデ/レ方程式にっいて計算した｡その結果についても述べる｡

8.圧力ジャンプ法によるシリカーアルミナ表面

-のカルボン酸の吸脱着の速度論的研究

複合酸化物であるシリカーアルミナはその

構成成分単独の場合よりも強い固体酸性およ

び触媒活性を示す｡このような特性はシリカ

-アルミナ表面に Br¢nsted酸点とLewiS酸

点の両方が存在することに起因し,これらの

酸点はアルミニウム原子の配位数で決定され

ることがよく知られている｡しかし,これら

の酸点における反応は非常に速く,酸点発現

機構および固体触媒の素過程に関する基礎的

な情報を得るための速度論的な研究は重要で

-65-

池 田 哲 哉

llll l l l l l

Zユ

)ass

〇台SuJOZ
L====引

_Fig.1.典型的緩和曲線


